
作
ろ
う
！
　
旭
の
特
産
品

特
産
品
の
開
発
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
旭
市
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
特
産
品
の

開
発
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
●
市
内
に
あ
る
団
体　
●
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
・
事
業
所
が
あ

る
法
人

対
象
事
業
／
旭
の
新
た
な
特
産
品
と

な
る
土
産
品
や
、
地
域
の
食
材
を
使

用
し
た
調
理
品
な
ど
を
新
た
に
開
発

す
る
か
、
既
存
商
品
の
改
良
を
行
い

販
売
す
る
事
業
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
も
の
で
す
。

●
市
内
で
の
販
売
が
見
込
ま
れ
る

●
名
称
や
意
匠
が
市
と
関
係
が
あ
る

●
調
理
品
の
場
合
、
市
内
の
農
産
物

や
畜
産
物
、
水
産
物
を
一
種
類
以

上
、
食
材
に
用
い
て
い
る

●
品
質
が
優
れ
て
い
る

●
販
売
価
格
ま
た
は
予
定
販
売
価
格

が
適
正
で
あ
る

●
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
の
特
産
品

と
し
て
定
着
が
期
待
さ
れ
る

対
象
経
費
／
●
開
発
費
用　
●
品
質

検
査
、
栄
養
成
分
分
析
経
費
な
ど　

●
商
標
登
録
経
費　
●
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
ラ
ベ
ル
な
ど
の
製
作
費　

●
販
売
促
進
に
係
る
広
告
・
宣
伝
費

※
人
件
費
は
除
く
。

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
50
万
円
ま
で

※
１
事
業
に
つ
き
３
年
ま
で
。

申
し
込
み
方
法
／
商
工
観
光
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
／
７
月
１
日
（金）
〜
８
月
31

日
（水）

選
考
方
法
／
審
査
委
員
会
を
開
き
、

決
定
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
業
振
興
班（
☎

62
‐
５
８
７
４
）

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

第
７
回
旭
市
民
体
育
祭

　
市
内
15
の
小
学
校
区
が
競
い
合
う

採
点
種
目
と
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

オ
ー
プ
ン
種
目
が
あ
り
ま
す
。
各
種

目
１
〜
３
位
ま
で
の
入
賞
者
に
は
賞

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
家
族
や
友
人
、

み
ん
な
で
参
加
し
て
一
緒
に
盛
り
上

が
り
ま
し
ょ
う
。

期
日
／
10
月
９
日
（日）

場
所
／
東
総
運
動
場
陸
上
競
技
場

問
体
育
振
興
課
体
育
振
興
班（
☎
64

‐
１
１
３
２
・
総
合
体
育
館
内
）

あ
な
た
の
思
い
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
旭
市
青
少
年
意
見
発
表
大
会
」

発
表
者
募
集

日
時
／
11
月
27
日
（日）　
午
前
10
時
〜

場
所
／
東
総
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の

小
学
校
５
年
生
か
ら
25
歳
ま
で
の
人

定
員
／
５
人
程
度（
一
般
公
募
枠
）

発
表
内
容
／
日
ご
ろ
、
青
少
年
が
何

を
考
え
、
何
を
求
め
よ
う
と
し
て
い

る
か（
題
名
は
自
由
）　

※
小
学
生
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
３
枚
程
度
、
中
学
生
以
上
は
４

枚
程
度
。

申
込
期
限
／
９
月
12
日
（月）

申
し
込
み
方
法
／
発
表
用
原
稿
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
職
業（
学

生
は
、
学
校
名
と
学
年
）を
記
載
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
〒
２
８
９
‐
２
６
０
４　
旭
市

高
生
１　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

（
☎
55
‐
５
７
２
７
）

引
き
続
き
環
境
基
準
達
成

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の

測
定
結
果

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
に

対
す
る
影
響
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か

ら
、
市
で
は
毎
年
、
環
境
中
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類（
コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ

を
含
む
）の
濃
度
を
把
握
す
る
た
め
、

大
気
や
水
質
、
土
壌
の
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

大
気
の
調
査
は
旭
市
浄
化
セ
ン

タ
ー
と
干
潟
支
所
で
そ
れ
ぞ
れ
年
２

回（
７
月
と
１
月
に
１
週
間
）、
水
質

の
調
査
は
新
川（
干
潟
大
橋
）で
年
１

回（
８
月
）、
土
壌
の
調
査
は
中
央
児

童
公
園
で
年
１
回（
１
月
）行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
い
ず
れ
の
調
査
も
基

準
値
を
下
回
り
、
平
成
27
年
度
も
環

境
基
準
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
同
じ
地
点
で
調
査
を
行

う
ほ
か
、
県
も
水
質
の
調
査（
干
潟

大
橋
・
駒
込
堰せ

き

）を
行
う
予
定
で
す
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

インフォメーション
くらしの

ワイド

調査項目 調査地点 調査日 調査結果 年平均値 基準値 単　位

大　気

旭市浄化セン
ター　　　　

平成27年７月 9日
〜16日 0.0056

0.036

0.6以下 pg-TEQ/m3
平成28年１月 6日

〜13日 0.066

干潟支所
平成27年７月 9日

〜16日 0.0080
0.029平成28年１月 6日

〜13日 0.050
水　質 新川（干潟大橋）平成27年８月 5日 0.46 １以下 pg-TEQ/Ｌ
土　壌 中央児童公園 平成28年１月12日 2.3 1,000以下 pg-TEQ/ｇ

平成 27年度ダイオキシン類環境調査測定結果

※pg-TEQ：１兆分の１グラムの毒性等量を表す単位。

問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆固定資産税・都市計画税　第２期
◆国民健康保険税　第２期
◆介護保険料　第２期
◆後期高齢者医療保健料　第１期
納期限は８月１日（月）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期

意見を発表する参加者（昨年）
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相
談
し
て
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
相
談
員
・

知
的
障
害
者
相
談
員

　
障
害
者
相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る

人
や
そ
の
家
族
が
日
常
生
活
で
困
っ

た
と
き
に
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要

な
助
言
や
指
導
を
行
っ
た
り
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
の
地
域
で
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
障
害
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
人
は
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

　
常
世
田
一（
ハ
）、
三
浦
隆
憲（
ロ
）、

千
葉
喜
代
子（
倉
橋
）、
加
瀨
正
子

（
塙
）、
川
嶋
康
夫（
塙
）

知
的
障
害
者
相
談
員

　
大
屋
千
鶴（
西
足
洗
）、
齊
藤
静
枝

（
ニ
）、
嶋
田
み
つ
枝（
蛇
園
）、
髙
橋

松
江（
飯
岡
）、
磯
野
美
智
子（
高
生
）

※
敬
称
略

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班（
☎

62
‐
５
８
９
２
）

明
る
い
社
会
を
築
こ
う

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間

　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
／
７
月
12
日
（火）　
午
後
３
時
30

分
〜

場
所
／
市
内
各
地
域

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

題
材
／
日
常
の
家
庭
生
活
の
中
で
体

験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
や
非
行

に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ

と対
象
／
市
内
小
中
学
生

応
募
方
法
／
９
月
上
旬
ま
で
に
、
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
〜
５
枚
を

使
用
し
、
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
社
会
福
祉
課
社
会
班（
☎
62
‐
５

３
１
７
）

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

７
月
１
日
は

「
旭
市
防
犯
デ
ー
」

　
市
で
は
、
毎
年
７
月
１
日
を
「
旭

市
防
犯
デ
ー
」
と
定
め
、
７
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
を
防
犯
週

間
と
し
て
い
ま
す
。

　
防
犯
週
間
で
は
、
警
察
や
防
犯
関

係
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
を
行
い
、

地
域
の
安
全
と
市
民
の
防
犯
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
こ
れ
を
機
会
に
、
一
人
一
人
が
防

犯
意
識
を
持
ち
、
犯
罪
の
起
こ
り
に

く
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班（
☎
62
‐
５

３
１
１
）

美
し
い
景
色
、
お
い
し
い
料
理
が
待
っ
て
い
る

姉
妹
都
市
で
の

宿
泊
費
を
助
成

　
姉
妹
都
市
の
長
野
県
茅
野
市
に
あ

る
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
場
合
、
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
宿
泊
し
た
日
に
旭
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
人

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

利
用
日
数
／
年
度
内
１
人
２
泊
ま
で

助
成
額（
１
人
１
泊
当
た
り
の
上
限
）

／
●
大
人
３
、
０
０
０
円（
中
学
生

以
上
）　

●
小
学
生
２
、
２
５
０
円

●
未
就
学
児
１
、
７
５
０
円

※
宿
泊
費
の
２
分
の
１
以
内
。

申
請
方
法
／
宿
泊
終
了
日
か
ら
60
日

以
内
に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
民
生
活
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
民
生
活
課
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の
／
●
領
収
書
の
原
本

（
宿
泊
し
た
日
・
人
数
・
場
所
な
ど

が
記
載
）　

●
振
り
込
み
先
の
分
か

る
も
の（
預
金
通
帳
な
ど
）　
●
印
鑑

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

「
サ
マ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

参
加
者
募
集

　
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、
セ

ミ
ナ
ー
＆
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
カ
リ
ス
マ
婚
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
植
草
美
幸
さ
ん
が

「
相
手
に
好
印
象
を
与
え
る
秘
訣
」

を
伝
授
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
16
日
（土）　
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

場
所
／
旭
市
内

※
参
加
決
定
者
に
後
日
案
内
し
ま
す
。

対
象
／
20
歳
以
上
で
独
身
の
人　

※
男
性
は
会
員
に
限
る
。

定
員
／
男
女
各
15
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

費
用
／
男
性
：
２
、
０
０
０
円
、
女

性
：
１
、
０
０
０
円

申
込
期
限
／
７
月
４
日
（月）　
午
前
10

時申
し
込
み
方
法
／
タ
イ
ト
ル
を
「
サ

マ
ー
申
込
」
と
し
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日（
年
齢
）、
携
帯
電

話
番
号
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。　

問
旭
市
出
会
い
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

事
務
局（
☎
62
‐
５
３
９
６
・
市
民

生
活
課
市
民
生
活
支
援
班
内
）　

d 

eai-con@
city.asahi.chiba.jp

夏の交通安全運動実施
ゆっくりと　マナーを乗せて　ふむペダル

　夏の交通安全運動を７月10日（日）〜19日（火）まで実
施します。
　夏休み時期は、子どもたちや若者の解放感から起こる
事故や、夏の行楽シーズンに伴う交通量の増加などによ
る事故の発生が懸念されます。交通ルールの順守と正し
い交通マナーを実践し、交通事故を防止しましょう。
運動の重点目標
　１．子どもと高齢者の交通事故防止
　２．自転車の安全利用の推進
　３．�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの 

　正しい着用の徹底
　４．飲酒運転の根絶

市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）
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